
平成24年度「関係性メトリックに基づく新世代のネットワークアプリケーションに関する
研究開発」の研究開発目標・成果と今後の研究計画

２．研究開発の目標

３．研究開発の成果

１．実施機関・研究開発期間・研究開発費
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実施機関 ：国立大学法人 京都大学（幹事者）、国立大学法人 電気通信大学、株式会社 神戸デジタル・ラボ
研究開発期間：平成23年度から平成24年度（2年間） 研究開発費 ：総額 60百万円（平成23年度 33百万円）

H23年度 静的なセンシング情報により形成される長期的関係性メトリックに関する技術を使用可能にする。
H24年度 動的なセンシング情報による形成される短期的関係性メトリックに関する技術を使用可能にする。

長期的・短期的関係性メトリックに関する技術を使用して，JGN-X既存仮想化基盤を想定した実証実験によって初期の結果を得る。

関係性メトリック形成技術

関係性メトリック構造化技術

社会的コンテキスト抽出技術

課題ｳ-6-1 関係性メトリックサービスシステムの研究開発成果

静的センシング情報を想定した関係性メトリック形成技術を確立し、実証実験に
より初期の結果を得た。動的なセンシング情報を想定し、100万単位の情報と1万
単位の関係性メトリックを扱えるメトリック形成技術を研究開発した。

静的センシング情報を想定した関係性メトリック構造化技術を確立し、実証実験
により初期の結果を得た。動的なセンシング情報を想定し、1万単位の関係性メト
リックを扱えるメトリック構造化技術を研究開発した。

静的(あるいは準静的)センシング情報を想定した社会的コンテキスト抽出技術を
確立し、実証実験により初期の結果を得た。動的なセンシング情報を想定し、10 
万単位の情報から社会的メトリックを抽出可能な技術を研究開発した。

課題ｳ-6-2 関係性メトリック制御プラットフォームの研究開発成果

関係性メトリックに基づく制御メカニズム

資源・サービス制御プラットフォーム

分散的資源・サービス制御技術

長期的関係性メトリックを想定した制御メカニズムならびに提案するアーキテク
チャを動作させるプロトコルを確立し、実証実験により初期の結果を得た。短期的
関係性メトリックを想定して、実施計画書図1および図2で表されるアーキテク
チャの基本動作に必要な制御メカニズムとプロトコルを設計した。

長期的関係性メトリックを想定した制御プラットフォームを確立し、実証実験に
より初期の結果を得た。短期的な関係性メトリックを想定して、2種類以上の性質
の物理資源が混在する条件でもサービスを構成可能なプラットフォームを研究開発
した。

部分的かつ間欠的にインフラから情報を得られる状況において、交換パケット量
を50％削減、蓄積時間を約6倍延長する改善効果の維持に成功した。(年度末見込)



課題ウー６－１ 関係性メトリックサービスシステムの研究開発成果

2



課題ウー６－２ 関係性メトリック制御プラットフォームの研究開発成果
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４．これまで得られた成果（特許出願や論文発表等）

５．研究成果発表会等の開催について

６．今後の研究開発計画
この成果により、今後、どのような研究を行うのかを例示を上げながら、具体的、かつ簡潔に記載して下さい。

※成果数は累計件数と（ ）内の当該年度件数です。

課題ウ-6-1、課題ウ-6-2で研究開発した技術については、情報到達範囲制御「アトラクト」の実験において、結合実験までを
行った。しかし、結合した状態での応答速度、スケーラビリティの点での評価までは十分には行えていない。平成25年度以降、
それらの評価とシステム全体の改良が必要になる。また、新たな仮想化ネットワーク基盤との結合を想定して、インタフェース
のオープン化を進める必要がある。

（１）ワイヤレスジャパン2012への出展

（２）モバイルソーシャライズシステムフォーラムの設立および運営

関係性メトリックに基づいた情報到達範囲制御「アトラクト」を
アプリケーションとして実装し、2012年5月30日～6月1日、
東京ビッグサイトで開催されたワイヤレスジャパン2012に出展した。
3日間好評を得ることができた。

2011年9月30日に，人々に関わる様々な事象（広義のモバイル）から人・時間・場所・コンテンツ・サービス・資源などの相互
の関係性を構築し（ソーシャライズ）全てを関係性中心に考えるシステムを対象に，産学官が連携した活動を通じて，関連技術
の研究開発とそれらを応用したサービスの普及を促進することを目的としたフォーラムを設立した．
参加企業約20社およびNICT委託研究チーム（京大、電通大、神戸デジタル・ラボ）にて，研究成果の紹介発表および意見交換を
行う場として2011年11月より3ヵ月単位で総会を実施している．

国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表 プレスリリース 展示会 標準化提案

関係性メトリックに基
づく新世代ネットワー
クアプリケーションの
研究開発

１（１） ０ ８（７） ２３（１８） ２（１） １（１） ０
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